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４段階評価を数値化した「授業ｱﾝｹｰﾄ」の回答

の平均値が、評価点の中央値となる２．５以下、

またはトンプソン検定で低いと判定された教員を、

「特段に低い」と判定する。平均値が３．５以上、

かつトンプソン検定で高いと判定された教員を、

「特段に高い」と判定する。

※トンプソン検定：群内に一見して極めて大きい

または小さい数値と見なし，この群から外れて

いる数値として，棄却してもよいか統計学的に

吟味する方法

大阪府教育委員会は、昨年１２月２２日の府教

育委員会会議で「教職員の評価・育成システムの

改定について」を報告し、改定内容や実施時期を

決定しました。（実施時期は平成２７年４月１日）

府教委は、授業アンケートの回答の選択肢の

「思う」を４点「まあまあ思う」を３点「あまり

思わない」を２点「思わない」を１点と数値化し

回答の平均値が、４段階評価の中央値２．５つま

り「普通」（標準）であっても「特段に低い」と

判定するとしています。さらに府教委は「トンプ

ソン検定」という測定ミスなどを判定するための

検定方式を判定基準に持ち込み、あたかも客観公

正な判定ができるかのようにみせかけています。

これまで府教委は、「授業アンケート」はあく

までも子どもや保護者のその時点での授業の受け

とめであり、必ずしも客観・公正なものではない

ことを認めています。授業アンケート結果は、授

業評価のあくまで参考程度として実施されたもの

です。

府教委は、無理矢理低い評価を増やしそれを賃

金リンクの教員評価に結びつけ教員の賃金格差を

広げようとしているといわざるをえません。


